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議事  

１ 令和７年度３学期の放課後子ども教室の活動状況について  

２ 令和８年度放課後子ども教室の活動予定について  
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別紙  

発言者  発言の要旨  

事務局 

(木村) 

 

青柳議長 

 

事務局 

(木村) 

 

青柳議長 

 

事務局 

（近藤） 

 

青柳議長 

 

 

事務局 

(近藤) 

 

 

 

 

 

青柳議長 

 

 

青柳議長 

 

 

事務局 

(近藤) 

 

 

 

 

開会及び会議の成立の報告 

・出席者８名、欠席者３名で会議成立と傍聴者０名を報告 

 

開会挨拶 

 

ここからの議事については、青柳委員長に議長として進行を依頼。 

 

 

進行 

 

会議資料確認 

 

 

議事進行 

議事（１）令和７年度３学期の放課後子ども教室の活動状況について 

 

・資料１「令和７年度３学期放課後子ども教室 全校活動報告」  

・資料２「令和７年度３学期放課後子ども教室 運営報告及び令和８年

度の活動予定について（表面）」  

に基づき、３学期の放課後子ども教室の活動状況について説明。  

（実施回数、放課後児童クラブとの連携状況、外部講師派遣状況、怪我

・事故報告、指導員体制等について）  

 

議事進行 

質疑応答（質問なし） 

 

議事進行 

議事（２）令和８年度放課後子ども教室の活動予定について 

 

・資料２「令和７年度３学期放課後子ども教室 運営報告及び令和８年

度の活動予定について（裏面）」 

・資料３「令和８年度募集用リーフレット」 

・資料４「令和８年度活動日程予定表」 

に基づき事業開始までの流れ、文京学院大学との連携予定、令和８年度

からの変更点（謝礼単価の見直し）について説明。 



 

青柳議長 

 

桑子委員 

 

 

 

 

 

事務局 

(近藤) 

 

桑子委員 

 

 

 

 

 

青柳議長 

 

 

事務局 

(笠掛) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青柳議長 

 

 

青柳議長 

 

質疑応答 

 

資料２裏面のスケジュールの中の抽選結果の通知について質問。 

応募が定員を上回り、抽選でもれたら待機ということで、以前の会議

でも指導員１名に対し児童７名の定員と設定しているとの説明があっ

た。放課後子ども教室に登録した児童の参加率はどのくらいか。基本的

に参加する状況なのか。 

 

お休みは少なく参加率が高い。 

 

 

放課後児童クラブは待機児童ゼロを死守してきていて、令和８年度も

そのような状況である。定員から見ると応募は多いが、放課後児童クラ

ブは登録児童数に対して日によってお休みの児童が多かったり、年間通

して見ても時期によって児童数の増減が激しかったりする。出席率はお

およそ７割程度である。 

 

議事進行 

議事（３）その他 

 

昨日開催された指導員代表者会議にて指導員から報告された事項を抜

粋してお伝えさせていただく。 

・現在、１・２年生保護者のお迎え必須で下校しているが、２年生はお

迎えの必要があるのかという意見があった。学校の考え方等も踏まえ、

今後の検討事項としていく。 

・支援クラスの児童は放課後子ども教室に慣れ、他の児童に溶け込み活

動できている。 

・全体的な傾向として、３学期の活動ということもあり児童が教室や指

導員に慣れ、言葉づかいの問題があげられた。この報告に対し特別支援

サポーターからは、指導員と仲良くなり親しみを込めた態度であるかも

しれないが、良くないことはその都度当事者である指導員が注意指導す

ることが大切との助言があった。 

 

議事進行 

質疑応答 

 

 指導員の呼び方、児童の言葉づかいについて児童クラブではどうか。 



 

柳川委員 

 

 

 

北見委員 

 

 

 

青柳議長 

 

 

 

吉田委員 

 

 

 

 

 

 

 

青柳議長 

 

事務局 

（笠掛） 

 

桑子委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山崎委員 

 

 

 職員のことは『先生』と呼ぶことが多い。世代が様々のため、学生さ

んだと『あだ名』で呼ぶこともあるが、言葉づかいはその場で注意指導

している。 

 

 クラブによって基本的には『先生』と呼ぶと決めている場合もあれ

ば、自己紹介の場を設けて、『ニックネーム』を決めているクラブもあ

る。言葉づかいはその場で注意指導している。 

 

 新年度も文京学院大学の学生さんが参加してくださるということで、

大変助かる。児童が馴れ馴れしく接してしまう懸念があるが、見守り指

導していきたい。 

 

 学生にとっても勉強の場となっている。新年度は大学が１００分授業

となり、調整しながら進めていただきたい。 

また、児童が馴れ馴れしく接してしまうということについては、子ど

も達にとって学生は年齢的にも感覚的にも近い存在で、それが学生の魅

力なのだと思う。しかし教職や保育園、幼稚園の職員を目指す学生が多

い。けじめをつけるのも勉強なので、指導員の皆さんからもアドバイス

をお願いしたい。 

 

議事進行 

 

運営委員の皆様は６月末を持って任期満了となる。次回の会議は改選

後の７月～８月を予定している。 

 

 放課後児童クラブを所管している子育て支援課から２点お伝えした

い。 

・児童クラブは申込数が増えて活動教室の飽和状態が懸念される。そこ

で、放課後子ども教室の運営には影響ない範囲でということを前提に、

放課後子ども教室の活動教室をお借りする場合が出てくるのでご了承い

ただきたい。 

・ふじみ野市誕生１０周年の際に『ふじみ野郷土かるた』というものを

作成した。放課後子ども教室でも遊んでいる様子が報告にあるが、今後

も活用して欲しい。 

 

そのカルタはどこにあるのか。 

 



事務局 

（宮内） 

 

青柳議長 

 

山﨑副議

長 

 

 全校に配布されている。 

 

 

議事進行 

 

閉会の挨拶 

 

 

 


